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P2.    奈良の未来を考える県内大学生が政策提案をプレゼン!!

P3～4. 平成30年度に事業を実施します!!

P5～8. 平成29年度に事業を実施しました!!

平成29年度

奈良県奈良県
平成30年３月発行

車いすバスケットボールを体験する大学生
（奈良市総合福祉センター）

間伐体験に取り組む大学生
（奈良県林業機械化推進センター実習林）

「女子大学生ワーク＆ライフEXPO」で県内企業の皆さんと意見交換を行う大学生
（奈良女子大学体育館）

社会科の宿題についてアドバイスする大学生
（下市町立下市小学校）
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を
プ
レ
ゼ
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学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、事
業
化
に
向
け
て

の
検
討
や
翌
年
度
の
事
業
へ
の
参
加
を
通
し

て
、社
会
に
出
る
前
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

機
会
に
な
れ
ば
よ
い
か
と
思
う
。」と
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
に
、事
前
審
査
に
よ
り
選
考
さ
れ

た
７
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、県
の
関
係
部
局
と

の
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。個
別
相
談

会
は
、本
審
査
に
向
け
て
、提
案
内
容
を
よ
り

良
い
も
の
へ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
実
施
す
る
の
も
の
で
、今
年
度

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

個
別
相
談
会
で
は
、大
学
生
グ
ル
ー
プ
と
県

の
関
係
部
局
の
職
員
が
、提
案
の
あ
っ
た
政
策

分
野
の
現
状
や
課
題
、県
の
取
組
等
に
つ
い
て
、

熱
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。積
極
的
に

質
問
や
意
見
を
投
げ
か
け
る
大
学
生
グ
ル
ー
プ

か
ら
は
、提
案
内
容
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ

う
と
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
29
日（
火
）に
、奈
良
県
議
会
棟
本
会
議

場
で
、公
開
コ
ン
ペ
方
式
に
よ
る
本
審
査
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

約
60
名
の
傍
聴
者
が
見
つ
め
る
中
、発
表
前

は
少
し
緊
張
し
て
い
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
も
、

発
表
が
始
ま
る
と
、落
ち
着
い
た
様
子
で
発
表

を
行
い
ま
し
た
。ど
の
グ
ル
ー
プ
の
提
案
も
、

個
別
相
談
会
で
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、よ
り

具
体
的
で
、説
得
力
の
あ
る
も
の
へ
と
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、ま
た
、審
査
委
員

か
ら
の
質
問
に
も
、堂
々
と
し
た
受
け
答
え
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

全
て
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
終
了
後
、新

規
性
、発
展
性
・
継
続
性
、実
現
可
能
性
の
観
点

か
ら
、審
査
委
員
に
よ
る
慎
重
な
審
査
を
行
っ

た
結
果
、最
優
秀
賞
１
グ
ル
ー
プ
、優
秀
賞
２

グ
ル
ー
プ
が
決
定
し
ま
し
た
。最
優
秀
賞
に

は
、森
林
保
全
や
林
業
振
興
に
つ
い
て
の
県
民

の
理
解
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、森
林
組
合
等

の
協
力
を
得
て
、中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と

し
た
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、実
施
す

る
提
案
を
行
っ
た
、近
畿
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
を
務
め
た
荒
井
知
事
か
ら
は
、

「
今
年
度
は
、地
域
や
民
間
と
協
働
し
て
実
施

す
る
提
案
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。ま
た
、

　

平
成
29
年
４
月
上
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け

て
、県
内
の
大
学
等
に
在
籍
す
る
学
生
か
ら
、県

政
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

政
策
提
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
16
提
案
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。提
案
の
あ
っ
た
政
策
分
野

は
多
岐
に
わ
た
り
、大
学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
や
専
門
的
な
知
識
が
活
か
さ
れ
た
政
策
提

案
ば
か
り
で
し
た
が
、書
類
審
査
に
よ
る
事
前

審
査
の
結
果
、本
審
査
に
６
大
学
・７
グ
ル
ー
プ

の
参
加
が
決
定
し
ま
し
た
。

公開コンペでの発表（平成２９年度 優秀賞
「小学生を対象としたパラリンピック教育プロジェクト」）

公開コンペでの質疑応答（平成２９年度 優秀賞
「留学生による奈良の旧正月フェスティバル」）

審査委員と記念撮影（平成２９年度 最優秀賞
「学んで守ろう僕らの森―中高大連携森林学習プロジェクト」）

荒井知事から副賞の授与（平成２９年度 最優秀賞
「学んで守ろう僕らの森―中高大連携森林学習プロジェクト」）

奈良県では、平成２４年度から
「県内大学生が創る奈良の未来事業」を実施しています。
　この事業は、多様化・複雑化する県政の様々な課題を
解決するため、県内の大学等に在籍する学生の皆さんから
政策提案を募集し、応募いただいた政策提案のうち、
公開コンペ方式により選ばれた提案を事業化し、
大学生の皆さんにも参加いただいて事業を

実施するものです。

「県内大学生が創る奈良の未来事業」とは？



平成30年度実施予定

平
成
30
年
度
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
!!
平
成
29
年
度
に
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
を
受
賞
し
た
政
策
提
案
に
つ
い
て
、政
策
提
案
し
た
県
内
大
学
生
と
県
の

担
当
者
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、平
成
30
年
度
の
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
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県
の
森
林
・
林
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
、県

民
の
意
識
の
醸
成
に
つ
な
げ
る
た
め
、中
高
大

連
携
の
森
林
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

ま
す
。こ
の
事
業
で
は
、従
来
、小
学
生
を
中
心

に
行
わ
れ
て
い
た
森
林
・
林
業
学
習
を
、ま
ず

大
学
生
自
ら
が
学
習
し
、中
学
生
・
高
校
生
向

け
の
学
習
・
体
験
を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
連
続
し
た
森

林
・
林
業
学
習
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
成
果
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と

め
、中
学
生
・
高
校
生
を
中
心
に
広
く
配
布
し

た
り
、事
業
の
継
続
実
施
に
向
け
た
大
学
生
の

組
織
づ
く
り
も
行
う
予
定
で
す
。

チェーンソーの操作体験をする大学生
（奈良県林業機械化推進センター）

学
ん
で
守
ろ
う
僕
ら
の
森

―
中
高
大
連
携
森
林
学
習

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

最優秀賞

平成30年度実施予定

小
学
生
を
対
象
と
し
た

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

義肢工場で義足の見学をする大学生（大東市）

近
畿
大
学
農
学
部

環
境
管
理
学
科
３
年

奥
芝　

理
那

政
策
提
案
を
し
た
き
っ
か
け
は
？

事
業
化
へ
の
検
討
を
行
っ
た
感
想
は
？

平
成
30
年
度
事
業
へ
の
参
加
に

向
け
た
抱
負
を
ど
う
ぞ
！

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
間
近
に
迫
る
中
、所
属
し
て
い
る

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、私
た
ち
奈
良
教
育
大
学
の
大

学
生
が
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
に
何
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
た
時
に
、「
県
内
大
学
生
が
創
る
奈

良
の
未
来
事
業
」の
存
在
を
知
り
、こ
の
事
業

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

政
策
提
案
の
事
業
化
が
決
定
し
た
時
は
、不

安
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、県
の
担
当

者
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
時
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
多
様
性
等
、新
た
な

視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
通
し
て
、教

育
現
場
で
子
ど
も
た
ち
と
実
際
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、と
て
も
良
い
機
会
で
す
。

モ
デ
ル
校
の
教
員
や
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
経
験

者
と
連
携
・
協
働
し
、子
ど
も
た
ち
の
障
害
者

へ
の
理
解
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
の
小
学
生
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

す
る
知
識
や
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、子

ど
も
た
ち
の
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
た
め
、パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、県
内
の
小
学
校
２
校
で
、小
学
校
４
年
生

を
対
象
に
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
体

験
、見
学
、講
話
、講
義
・
演
習
を
行
う
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、活
動
内
容

を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
県
内
小
学
校

に
配
布
し
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
周
知
、

普
及
を
図
る
予
定
で
す
。

奈
良
教
育
大
学
教
育
学
部

教
科
教
育
専
攻
保
健
体
育
専
修

初
等
教
育
履
修
分
野
３
年
次

畑
村　

孝
輝

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

政
策
提
案
を
し
た
き
っ
か
け
は
？

事
業
化
へ
の
検
討
を
行
っ
た
感
想
は
？

平
成
30
年
度
事
業
へ
の
参
加
に

向
け
た
抱
負
を
ど
う
ぞ
！

　

小
さ
い
頃
か
ら
、森
林
が
好
き
で
、大
学
で

は
、森
林
を
含
む
環
境
管
理
を
学
び
、森
林
の

大
切
さ
や
課
題
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。奈
良
県
に
は
、豊
か
な
森
林
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、管
理
不
足
に
よ
る
森
林
の
荒

廃
が
進
行
し
、森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
劣

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。健
康
な
森
林
を
後
世
に

残
す
た
め
、私
た
ち
大
学
生
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
、こ
の
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

事
業
化
を
検
討
す
る
上
で
、様
々
な
お
話
を

う
か
が
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
事
業

に
参
加
し
な
け
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
経
験
は
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。現
在
、県
の
担
当

者
等
、多
く
の
人
の
支
援
の
も
と
、事
業
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
の
豊
か
な
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
か
ら
始
め
、守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。中
学
生
・
高
校
生
へ
の
森
林
学
習
を
通
し

て
、県
民
の
皆
さ
ん
の
森
林
を
守
る
意
識
の
向

上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

優秀賞



平成30年度実施予定

平
成
30
年
度
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
!!
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平成24年度から始まった「県内大学生が創る奈良の未来事業」において、これまで最優秀賞、優秀賞を受賞した政策
提案は以下のとおりです。（平成24年度：27提案、平成25年度：13提案、平成26年度：20提案、平成27年度：18提案、
平成28年度：23提案、平成29年度：16提案）

提案
年度 賞 政策提案名 提案者

成
平

29

度
年

最優秀賞
学んで守ろう僕らの森
―中高大連携森林学習プロジェクト

小学生を対象とした
パラリンピック教育プロジェクト

留学生による
奈良の旧正月フェスティバル

近畿大学農学部環境管理学科３年

奥芝　理那　他２名

優秀賞

奈良教育大学教育学部教科教育専攻保
健体育専修中等教育履修分野３年次

小田　陽介　他２名
奈良女子大学大学院人間文化研究科博
士後期課程社会生活環境学専攻１年

林　君嶸　他９名

成
平

28

度
年

最優秀賞 農地の窓口
近畿大学農学部農業生産科学科３年

中井　隆教　他２名

優秀賞

Sight Feeling NARA 感じてみっけ！
あなたの奈良 魅力再発見プロジェクト

奈良女子大学大学院人間文化研究科
住環境学専攻１年

金村　麗華　他５名

女子大塾
～女子大生による県南部学習支援～

奈良女子大学生活環境学部住環境学
科４回生

小澤　初葵　他５名

成
平

27

度
年

最優秀賞

緊急課題！奈良の将来の医療を
つくる多職種医療学生の集い

奈良県立医科大学医学部医学科６年

峯　昌啓　他８名

女子大生ハンティングサークル
（狩りガール）

奈良女子大学大学院人間文化研究科
博士前期課程住環境学専攻１年　

竹村　優希　他６名

優秀賞

不登校の子どもたちに大学生ができること
～大学間の垣根を越えて～

帝塚山大学大学院心理科学研究科心
理科学専攻２年

酒井　希恵　他９名

かえろうら！十津川
 ～空き家のDIY 改修＆活用プロジェクト～

奈良女子大学大学院人間文化研究科
博士前期課程住環境学専攻１年　

森　里沙　他９名

提案
年度 賞 政策提案名 提案者

成
平

26

度
年

最優秀賞
楽しく健康！健楽（けんぎょう）
農業で遊休地を有効活用

奈良女子大学大学院人間文化研究科
博士前期課程住環境学専攻１年

土佐野　美裕　他５名

優秀賞

無病促菜
～野菜パワーで元気 100％な奈良県へ！～

帝塚山大学現代生活学部食物栄養学
科３回生

高瀬　美桜　他９名

奈良栄養クリニック設立計画
奈良女子大学生活環境学部・食物栄
養学科４年

祝迫　景子　他４名

萃点を灯す
－春日奥山から未来への文化継承の地

奈良女子大学大学院人間文化研究科
住環境学専攻２年生

大石　茉由佳　他２名

成
平

25

度
年

最優秀賞
科学の旅 －シーズンフリーの
ワンストップサイエンスツーリズム－

奈良教育大学教育学部・学校教員養
成課程・理数生活科学コース４回生

荻　奈津希　他５名

優秀賞

自然の恵みリスタート事業
奈良女子大学大学院人間文化研究科
博士前期課程１年住環境学専攻

濱川　真衣　 他４名

大学生がつくる幼児のための
スポーツイベント

奈良教育大学教育学部・保健体育専
修３回生

赤木　誠五　他２名

成
平

24

度
年

最優秀賞
泊まってみ奈良？
－町屋ステイで奈良を知る－

奈良県立大学地域創造学部１年　

横田　紘大　他８名

優秀賞

奈良県産材製の児童用
学習机・椅子・教卓の普及

奈良女子大学生活環境学部住環境学
科４回生

笹川　祐里　他３名

Meet 20s’ 絆 プロジェクト
－ 20 歳の若者の出会いで絆をつくる

帝塚山大学経営情報学部経営情報学
科３年

森崎　直人　他７名

学 が創 奈良 未 業」 優秀賞 優秀賞 受

これまでの受賞政策提案一覧C O L U M N

お正月遊びを学ぶ大学生（奈良県立民俗博物館）

政
策
提
案
を
し
た
き
っ
か
け
は
？

事
業
化
へ
の
検
討
を
行
っ
た
感
想
は
？

平
成
30
年
度
事
業
へ
の
参
加
に

向
け
た
抱
負
を
ど
う
ぞ
！

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
室
に
所
属
す

る
私
た
ち
に
、奈
良
県
の
観
光
分
野
の
課
題
に

対
し
て
、留
学
生
の
視
点
を
生
か
し
て
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、観
光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
る
旧
正
月
の
時
期
に
、外
国
人
観
光
客

の
誘
致
を
図
る
こ
の
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

日
本
や
奈
良
の
文
化
、ま
ち
づ
く
り
を
実
践
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思

い
ま
す
。

　

事
業
化
に
向
け
て
、県
の
担
当
者
と
検
討
を

進
め
る
中
で
、多
く
の
意
見
や
助
言
を
い
た
だ

き
、提
案
当
時
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な

視
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。事
業
の

達
成
に
よ
り
近
づ
く
た
め
、日
本
の
お
正
月
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
施
設
の
見
学
等
、

来
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
て
、様
々
な
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
向
け
て
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

各
機
関
、県
内
の
他
大
学
の
留
学
生
と
も
連
携

し
な
が
ら
、事
業
の
実
現
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
冬
期
に
お
い
て
、外

国
人
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
た
め
、旧
正
月
期

間
に
日
本
を
訪
れ
る
中
国
・
台
湾
・
韓
国
等
か

ら
の
観
光
客
を
対
象
に
、日
本
の
お
正
月
文
化

を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。具

体
的
に
は
、奈
良
女
子
大
学
の
留
学
生
有
志
を

中
心
に
、県
内
の
大
学
の
学
生
、留
学
生
、地
元

団
体
と
協
力
し
、日
本
の
昔
の
正
月
遊
び
の
体

験
や
、伝
統
文
化
の
鑑
賞
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、留
学
生
が
日
本
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
創

出
し
ま
す
。

奈
良
女
子
大
学
大
学
院

人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程

社
会
生
活
環
境
学
専
攻
１
年

林　

君
嶸

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

優秀賞

留
学
生
に
よ
る
奈
良
の

旧
正
月
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



平成29年度実施

平
成
29
年
度
に
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
!!
平
成
28
年
度
に
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
を
受
賞
し
た
政
策
提
案
に
つ
い
て
、

大
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、平
成
29
年
度
に
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

5

近
畿
大
学
農
学
部

農
業
生
産
科
学
科
４
年

吉
本　

雄
大

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

事
業
に
参
加
し
た
感
想
は
？

今
回
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

私
た
ち
は
、こ
の
事
業
に
お
い
て
、休
耕
田

を
利
用
し
た「
な
ら
近
大
農
法
」を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、複
合
経
営
等
の
６
次
産
業
化

や
、農
業
の
さ
ら
な
る
進
展
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、農
業
分
野
で

は
、若
者
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、新
た
な
担
い
手
が
農
業
に
参
入
し
や
す
く

な
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。私
は
今
年

度
か
ら
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、事
業
の

実
施
に
学
生
と
し
て
関
わ
る
中
で
、農
法
の
知

識
の
習
得
や
事
業
内
容
の
考
案
等
、多
く
の
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
お
け
る
私
の
役
割
は
、「
次
の

担
い
手
に
繋
ぐ
た
め
に
学
ぶ
こ
と
」だ
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
た
、事
業
の
実
施
を
通
し
て
学

ぶ
こ
と
は
全
て
が
貴
重
で
あ
り
、将
来
自
分
が

す
べ
き
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
さ
せ

る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、近
畿
大
学
校
内
及
び
近
隣
に

「
な
ら
近
大
農
園
」を
設
置
し
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

農
法
」と「
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n 

a
n
d 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
）農
法
」か
ら
な
る「
な

ら
近
大
農
法
」の
実
用
化
を
図
り
ま
す
。 

 　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
法
」は
、土
壌
の
代
わ
り

に
古
着
等
の
繊
維
で
で
き
た
軽
量
な
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
媒
地
を
用
い
る
農
法
で
、従
来
の
土
壌

を
用
い
る
農
法
と
比
べ
て
作
業
負
担
を
軽
減

で
き
、誰
で
も
無
理
な
く
農
業
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
法
」は
、生
育
デ
ー

タ
の
分
析
、肥
料
等
の
調
節
を
自
動
化
で
き
る

た
め
、個
人
の
経
験
に
頼
る
こ
と
の
多
か
っ
た

農
業
か
ら
脱
却
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

　

今
年
度
は
、「
な
ら
近
大
農
園
」を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
農
法
に
つ
い
て
、大
学
生
が
知
識
や

技
能
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
事

業
に
つ
い
て
、近
畿
大
学
と
県
が
よ
り
一
層
の

連
携
を
図
る
た
め
、平
成
29
年
９
月
27
日
に
、県

と
近
畿
大
学
が
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

  

今
後
も
、近
畿
大
学
の
持
ち
味
を
生
か
し
な

が
ら
、近
畿
大
学
の
学
生
の
協
力
も
得
て
、「
な

ら
近
大
農
園
」の
運
営
を
行
い
、「
な
ら
近
大
農

法
」の
実
用
化
を
図
る
こ
と
で
、若
者
だ
け
で

な
く
、女
性
や
高
齢
者
、障
害
者
を
対
象
に
、多

様
な
担
い
手
の
円
滑
な
就
農
を
支
援
し
て
い

く
予
定
で
す
。

ＩＣＴ農法を利用したトマト栽培（近畿大学）

「農の入口」モデル事業に係る県と近畿大学の覚書締結

　

奈
良
県
の
農
業
に
と
っ
て
解
決
す
べ
き
課

題
で
あ
る
農
業
の
担
い
手
の
確
保
を
図
る
た

め
、平
成
28
年
度
に
近
畿
大
学
の
学
生
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
政
策
提
案
を
も
と
に
、県
と
近
畿

大
学
が
連
携
し
て
新
た
な
切
り
口
で
の
担
い

手
確
保
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ポリエステル媒地を用いた草花の定植に取り組む大学生（近畿大学）

「
農
の
入
口
」

モ
デ
ル
事
業

政
策
提
案
名（
農
地
の
窓
口
）

最優秀賞



平成29年度実施

平
成
29
年
度
に
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
!!

奈
良
女
子
大
学
大
学
院

人
間
文
化
研
究
科

住
環
境
学
専
攻
２
年

金
村　

麗
華

6

な
ら
ま
ち
編
）を
作
成
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
29
年

４
月
下
旬
か
ら
、県
担
当
者
と
奈
良
女
子
大
学

の
大
学
生
で
、何
度
も
打
ち
合
せ
を
重
ね
、８

月
上
旬
に
は
、京
都
市
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

京
都
市
で
は
、「
京
都
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
観
光
ナ

ビ
」と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お

り
、京
都
市
内
の
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
歩
く
中
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情

報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
京
都
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
観
光
ナ
ビ
」で
発
信
さ
れ
て
い
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
も
と
に
、実
際
に
京
都
市

内
の
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
歩
き
、マ
ッ
プ
作

成
に
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と

を
整
理
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
は
、障
害
者

や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、奈
良
市
内
の
観

光
地
を
歩
き
、マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る
観
光
素
材

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

１
月
以
降
、京
都
市
内
の
視
察
や
、奈
良
市
内

で
の
調
査
を
踏
ま
え
、マ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
や

掲
載
情
報
の
選
定
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
、作
成
し
た
観
光
マ
ッ
プ
を
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

県
内
の
観
光
案
内
所
や
障
害
者
団
体
、駅
等
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。

「京都ユニバーサル観光ナビ」で発信されているバリアフリー情報をもとに、
観光モデルコースを歩く大学生（京都市内）

マップに掲載する観光情報について、障害者からアドバイスを受ける大学生（春日大社）

　

障
害
の
あ
る
人
に
も
、な
い
人
に
も
、こ
れ
ま
で

の「
見
て
回
る
観
光（
S
i
g
h
t
s
e
e
i
n
g
）」

で
は
気
が
つ
か
な
い
観
点
か
ら
観
光
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、視
覚
、触

覚
、聴
覚
等
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
観
光

素
材
を
紹
介
す
る
観
光
マ
ッ
プ（
東
大
寺
編
・ マップに掲載する観光素材について、障害者と調査を行う大学生（春日大社）

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

事
業
に
参
加
し
た
感
想
は
？

今
回
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

私
た
ち
は
、奈
良
市
内
の
観
光
地
を
、障
害

の
あ
る
人
に
も
、な
い
人
に
も
、多
く
の
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、視
覚
、触
覚
、聴
覚
等

で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
素
材
を
紹

介
す
る
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
の
作
成
に
あ
た
り
、様
々
な
年
齢
や
性

別
の
人
と
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
奈
良
の
魅
力
や
歴
史
、観
光
の

ポ
イ
ン
ト
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、マ
ッ
プ
に
掲
載
す
る
情
報
の
選
択
や
マ
ッ

プ
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
つ
い
て
、何
度
も
検
討
を

重
ね
ま
し
た
。様
々
な
立
場
に
立
っ
て
物
事
を

考
え
る
機
会
が
多
く
あ
り
、と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、こ
の
事
業
で
、奈
良
の
魅
力
を

「
五
感
」と
い
う
視
点
か
ら
発
信
し
、障
害
の
あ

る
人
に
も
、な
い
人
に
も
、奈
良
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
た
め
の
マ
ッ
プ
作
成
を
行
い
ま
し

た
。今
回
は
限
定
し
た
場
所
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
で
す
が
、奈
良
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
観
光

体
験
を
継
続
的
に
広
く
発
信
し
、多
く
の
人
に

奈
良
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

奈
良
の
魅
力
再
発
見
事
業

政
策
提
案
名（
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｎ
A
R
A 

感
じ
て
み
っ
け
！ 

あ
な
た
の
奈
良 

魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

優秀賞
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成
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年
度
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業
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ま
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奈
良
女
子
大
学
生
活
環
境
学
部

住
環
境
学
科
３
回
生

中
山　

由
記
子

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

事
業
に
参
加
し
た
感
想
は
？

今
回
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

私
は
、大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
習
支
援

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
県
内
大
学
生
に
よ
る

学
習
等
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
一
員
と
し
て
、こ

の
事
業
で
の
報
告
会
等
の
企
画
・
運
営
等
に
携

わ
り
ま
し
た
。報
告
会
で
は
、大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
様
々
な
学
習
支
援
の
活
動
報
告
を

受
け
、県
南
部
・
東
部
地
域
の
教
育
の
現
状
を

知
り
、そ
の
現
状
に
応
じ
た
学
習
支
援
に
取
り

組
む
大
学
生
の
姿
に
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
っ

た
意
見
交
換
で
は
司
会
進
行
を
務
め
、学
習
支

援
を
進
め
て
い
く
中
で
の
大
変
さ
や
や
り
が

い
等
、大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ア
ル
な
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
県
内
大
学
生
に
よ
る
学
習
等
支
援

セ
ン
タ
ー
」の
一
員
と
し
て
、学
習
支
援
に
つ
い
て

の
理
解
を
よ
り
深
め
る
と
と
も
に
、大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
行
い
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

報
告
や
意
見
交
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

私
自
身
が
野
迫
川
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
学
習

支
援
活
動
も
参
考
に
し
て
、魅
力
的
な
取
組
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、４
月
中
旬
か
ら
、大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
、教
員
を
目
指
す
大

学
生
や
教
職
に
興
味
の
あ
る
大
学
生
等
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。７
月
上
旬
に
は
、事
前

研
修
会
を
実
施
し
、各
町
村
へ
の
派
遣
を
目

前
に
控
え
た
大
学
生
が
、子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
考
え
た
授
業
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、８
月
下
旬
か
ら
、各
町
村
の
小
学

校
や
中
学
校
に
お
い
て
学
習
支
援
活
動
が
始

ま
り
、小
学
校
で
は
、各
教
科
の
課
題
の
サ

ポ
ー
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行
い
、中

学
校
で
は
、部
活
動
の
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
、英
語
教
育
の
補
助
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
、２
月
に
は
、大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

主
体
と
な
り
、今
後
の
学
習
支
援
活
動
へ
の
参

加
を
検
討
し
て
い
る
大
学
生
や
関
係
町
村
の

教
育
委
員
会
、関
係
大
学
の
担
当
者
等
を
対
象

に
報
告
会
を
開
催
し
、来
年
度
の
活
動
に
向
け

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で
の
活
動
に
お
け
る
成

果
や
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

2
月
28
日
現
在
、約
80
名
の
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
積
極

的
に
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
、

来
年
度
は
市
町
村
を
拡
大
し
て
、学
習
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

〈
事
業
参
加
大
学
〉

（
奈
良
教
育
大
学
・
奈
良
女
子
大
学
・
畿
央
大
学
・
帝
塚
山

大
学
・
天
理
大
学
・
奈
良
学
園
大
学
）

それぞれの生徒に合わせたワークをもとに、学習支援を行う大学生（吉野町立吉野北小学校）

夏休みの宿題等の補助を行う大学生（大淀町立大淀緑ヶ丘小学校）

　

県
南
部
・
東
部
地
域
の
小
・
中
学
生
が
、様
々

な
教
育
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学
習
支
援
を
行
い

ま
し
た
。今
年
度
は
、山
添
村
、吉
野
町
、大
淀

町
、下
市
町
の
４
町
村
の
小
学
校
や
中
学
校
で

学
習
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

算数の授業で学習補助をする大学生（山添村立やまぞえ小学校）

県
内
大
学
生
に
よ
る

学
習
等
支
援
事
業

政
策
提
案
名（
女
子
大
塾 

〜
女
子

大
生
に
よ
る
県
南
部
学
習
支
援
〜
）

優秀賞
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き
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、女
子
大
学
生
に
、働
く
女
性
の
現
状

を
知
り
、働
く
こ
と
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、平
成
29
年
10
月
21
日

に
、「
女
子
大
学
生
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

E
X
P
O
」を
開
催
し
ま
し
た
。E
X
P
O
で

は
、新
潮
社
出
版
部
部
長
の
中
瀬
ゆ
か
り
さ

ん
に
よ
る
記
念
講
演
や
県
内
企
業
の
社
員
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
等
を
実
施
し
、２
７
８
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
子
大
学
生
に
自
身
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
持
ち
、自
立
し
た
女
性
と
し
て
自
分

ら
し
く
主
体
的
な
生
き
方
を
考
え
て
も
ら
う

た
め
、
11
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、奈
良
女
子

大
学
や
奈
良
県
立
大
学
で
、キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
の
専
門
家
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
よ
る
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
講
座
」を

実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、女
子
大
学
生
に
、キ
ャ
リ
ア
を
継

続
し
、働
き
続
け
る
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
、３
月
に
、「
県
内
企
業
魅
力
体
験
D
A
Y
」

を
実
施
し
ま
し
た
。「
県
内
企
業
魅
力
体
験

D
A
Y
」で
は
、県
内
で
働
く
女
性
に
一
日
密

着
す
る
こ
と
で
、女
子
大
学
生
に
女
性
の
働

き
方
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
、継
続
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、多
く
の
女
子
大
学
生
に
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
、S
N
S
等
を
活
用
し
た
P
R

や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
で
の
周
知
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

キャリア形成講座でワークショップ型の講義を受講する大学生（奈良女子大学）

　

就
職
活
動
を
目
前
に
控
え
た
女
子
大
学
生

に
、自
身
で
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
具
体
的
に
描

き
、県
内
で
働
き
続
け
る
意
識
を
培
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、女
性
の
多
様
な
働
き
方
や

県
内
企
業
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
で

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

事
業
に
参
加
し
た
感
想
は
？

今
回
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　

こ
の
事
業
の
運
営
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、他
に
は
な
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。担
当
し
た
広
報
活
動
で
は
、よ
り
多

く
の
人
に
、E
X
P
O
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
、チ
ラ
シ
や
ブ
ロ
グ
を
読
ま
れ
た
人

の
行
動
や
意
識
に
訴
え
か
け
る
よ
う
、一
文

一
文
に
ま
で
頭
を
捻
り
ま
し
た
。E
X
P
O

や
講
座
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、私
た
ち
学
生
か

ら
始
ま
っ
た
小
さ
な
提
案
が
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
感
慨
深
く
思
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
通
し
て
、女
子

大
学
生
が
学
生
の
時
か
ら
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

に
つ
い
て
考
え
、就
職
活
動
や
そ
の
他
の
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て「
自
分
軸
」を
明
確

に
し
て
、人
生
選
択
を
し
て
い
く
必
要
性
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
に
お
け

る
学
び
を
大
切
に
し
、今
後
、社
会
人
生
活
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
事
業
が

よ
り
多
く
の
県
内
大
学
生
に
浸
透
す
る
よ

う
、後
輩
メ
ン
バ
ー
が
来
年
度
も
引
き
続
き
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「女子大学生ワーク＆ライフEXPO」の開催に向けて、県職員とミーティングをする大学生

キャリア形成講座でライフプランについて話し合う大学生（奈良女子大学）

女
子
大
生
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
・
県
内
就
職

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

政
策
提
案
名（
女
子
大
学
生
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

知
活
動
を
行
っ
て

う
、後
輩
メ
ン
バ
ー
が
来
年
度
も
引
き
続

り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い


